
深尾直前部長 エルマー・クロウ賞

おめでとうございます！

2023-2024年度東新部部長深尾香子さんが「ワイズメンズクラブ国際協会からエルマー・クロウ賞

受賞」の知らせを東日本区佐藤重良直前理事より受けました（2023年 7月 15日）。

おめでとうございます。

「エルマー・クロウ賞」は任期中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞です。すばら

しい名誉ある賞です。みなさんご存知のように深尾さんは昨年度、東新部部長主題として「ALL東

新部」を掲げ「部内のクラブで起きている会員減少、活動の停滞などを、クラブの問題としてでは

なく、東新部全体の問題として取り組んでいく」ことを提言し、リーダーシップを発揮されました。

活動が停滞しているクラブへの積極的な訪問、ニーズの応答、次代を担うユースへの積極的な関り・

支援、クラブ活動を楽しくするための工夫、クラブの統合などを推進してきました。7月には新生

東京多摩スマイルクラブが誕生しました。また、ご自身のプロボノ（専門的スキルの活用）を発揮

されて、東京 YMCA国際部のニーズに応えて、留学生に「茶道のおもてなし」の奉仕もされてき

ました。今後、東日本区、東新部、クラブでのますますの活躍が期待されます。

（部直前書記：伊藤幾夫）

2022-2023年度 部長報告

2022-2023 年度部長 深尾香子（東京多摩みなみ＝現東京多摩スマイル）

1.主題 ALL東新部、始動！「Change！2022ラストスパート、ポスト 2022始動」

2.活動方針及び計画

(1)活動方針について

年初、公式の場において、東新部は東日本区の中での「最長老部」であると宣言し、皆さまには無理
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なく頻繁に連絡を取り合って(*) いただくようお願いを致しました。その結果、多くの協力を得ること

が出来、充実感が味わえ、今後の可能性に期待感が持てたかと思います。ほぼ前期中には、クラブ間の

垣根を越えて会員間で現実を正しく捉え、連帯感が増したと考えています。

後期は、これを受け、次の目標「他の部のお手本」になろう！と声をあげさせていただいたところ、

疑問や不安などを届けて頂き、特に解散の危機を抱えたクラブの存続についても多くの方が心を痛め、

声を掛け続けて下さいました。和やかな対話の中から、パソコン勉強会、ワイワイウォーク等、楽しみ

ながら、新しい企画が立ち上がった事にも感謝申し上げます。（下記「Y友広場」の項、参照）。

次期は、今年度方針の継承、発展を掲げて頂きましたので、トロイカ体制として今井部長と共に歩ん

で行きます。

これらの結果、役員や有志によって部内は明るく改善して来ましたが、一方で顔を合わせる機会の少

ないメンバーには未だ浸透出来なかったのではないかと危惧しています。コロナについても、国は２類

から５類へと舵を切りました。安心安全への気遣いを忘れてはいけませんが、今後は対面・対話の機会

が増えることを期待します。

(*) Zoom、LINE、FaceBook、各種メッセージアプリ、メール、手紙、電話、留守番機能、

メネット orコメットへの伝言含む。

(2)活動計画 報告

会長会（毎月第二水曜日 19:00～20:30 Zoom）

・東京センテニアルクラブの現状を共有

電話や訪問を行い会長、担当主事との情報交換を継続中。直ぐに結果は出せないとしても、

設立当初の目的を見失わないようにしよう！

・プロボノ発掘。目的は、各種行事への技術提供。例会卓話者、役員選出の参考他。

・在京ワイズ新年会（1/7）のホスト、世田谷クラブに対し、当日スタッフとして

各クラブから多数参加。

・パソコン等スキルアップ自主学習会を受け、部としてカリキュラムの検討を開始。

Y友広場（毎月第二木曜日 19:00～20:30 Zoom）

・クラブ活性化についての議論を継続中。

・パソコン等のスキルアップについて、自主学習会 2回開催。

・会員間の懇親を兼ねたウォーキングの会の実施が決定（5/3）

女子会 区メネット委員長から招集（2/20、3/13）のあった、メネット活動の今後の在り方

について、部女子有志、メネット（コメット含む）により検討を実施（3/1、3/30）

したが、引き続きメンによる各種事業へのサポートと、健康面についても情報交換

したいという意見が出ています。

ユース支援 対象団体：NPO法人メタノイア。不定期。Zoomにて月１回程度

・活動報告を聴き、会長会で共有。

・ワイズ例会等へ卓話を依頼（8/2、10/8の成果から 1/27依頼あり**）

・クラウドファンディング活動の情報拡散と寄付協力（8，9月）



・活動現場視察（11/30）、会員所属教会等への紹介の試み（12月～１月）

・区ユース事業委員会との共有～５月オープンフォーラムで基調講演。

・東京ＹＭＣＡによる「居場所事業」の展開に伴い、伴走する方向で進みます。

『日本 YMCA災害時エリアセーフティガイドライン』学習会

実施出来ず。次年度への引継ぎ事項とします。

ワイズ 100周年、東西日本区 25周年記念 第 3回東西日本区交流会（2/4～5）

参加者により各ブリテンに掲載済みですが、充実した内容と活気に富んだ会場から多くのエネ

ルギーを感じることが出来、ワイズの団体としての力に希望を持てた２日間でした。

「統合」によるクラブ体力の増進

ALL東新部を表す一つの形として、多摩・町田エリア 2クラブによる統合→合併を達成したと

ころ、他部から複数の関心が寄せられています。

3. 行事（予定通り実施出来ました。）

部大会 10/8、

評議会 7/23、11/26、4/22（含む次期クラブ役員研修会）

EMCセミナー 2/25、

次期役員研修等 1/28、3/25

次期部事業・運営引継会 2023年 5月 27日(土) 以 上

東新部部大会：10月 8日(土)13:30～16:40、在日本韓国 YMCA9Ｆ国際ホールに 59名参加



東新部役員の振り返り

時代の変化を肌で感じる

次期部長 今井武彦（東京むかでクラブ）

東新部次期部長としてのこの 1 年間は、新たな

学びの 1 年間でした。深尾部長の方針を理解する

ことから始まりました。「ALL 東新部 始動！」

が何故必要なのか？ 東新部として何ができるの

か？私のワイズに対する考え方の修正を迫られま

した。従来のクラブ毎に活動していけばよいとの

考え方から、部単位での活動を進めるとの方針の

採用でした。 そのために、Zoom での毎月の会長

会開催、Y友広場の毎月の開催を導入し、部内のコ

ミュニケーションの活性化をはかり、さらに会員

の減少、高齢化に対処した「クラブ統合」を掲げ

て、進めてきました。 あっという間の 1 年間で

した。継続中の課題もありますが、YMCA と連携し

ながら、次期につなげて行きたいと思います。

ユースの力を！

直前部長・エクステンション委員長

松香光夫（東京町田コスモス）

それぞれのクラブメンバーが自らの活動に限りが

感じられた時に自分ができることを考え直してみ

たい。手始めにできることは、自分以外の力を取

り入れることはどうだろうか。東新部の場合オー

ル東新部として力を合わせる方向性として極端な

例ではあるがクラブの合併が建設的と言えるだろ

う。その勢いをもっと広げるとすれば、仲間の力

を活用することを考えたい。その勢いに慣れてく

れば、繰り返しの力となってあらわれてくるので

はないか。この方向をさらに広げるには、例えば、

ユースの力をより積極的に活用することを考えた

い。その点でこの夏にアジアで行われるコンボケ

ーションに若者を送り出すのは私たちの力を広げ

るのに役に立つと考えたい。

深尾さんの発想の豊かさ

書記 伊藤幾夫（東京多摩みなみ）

この 1年間、部書記として、深尾部長と共に歩

んできました。「ALL東新部」という主題を掲げ

たのは、今後の東新部を考えたときの発想だと

いうことが 1 年を終えた今、確認できます。

「もう、1 つのクラブだけの努力では解決できな

ない段階にきている」との認識は、今やクラブ

のみなさんが実感されているのではないでしょ

うか。クラブで解決できないことを東新部全体

で考えていく方向性が見えてきました。深尾さ

んの発想の豊かさを継続して、今後の東新部に

希望を見い出しましょう。

2022-2023 年度を振り返って

会計 綿引康司（東京多摩みなみ）

東新部役員は初めての経験で、部という組織では

当たり前のことでも、見るもの、やる事、全て「理解

すること」から始まるので、部役員の皆様や各クラ

ブの会長、会計担当の方々に大変迷惑をお掛け

したと思います。

幸運だったのは東日本区事務所は小林所長さん

が私と同業界のご出身で、キャリアも似ていたこと

で話しが弾み、度重なる質問に対してもご親切に

ご指導いただけた点です。

次年度は会計職を離れ、CS/Y サ担当です。何か

新しいことが出来るようチャレンジします。



ALL東新部、主題がよかった！

監事 佐藤茂美（東京）

部長の活動計画として、毎月会長会が開催され

ました。過去 3 年、新型コロナ禍のために対面で

の委員会が開けず、部の役員スタッフは大変苦労

してきましたが、多忙のなかでも Zoomでの会合を

前向きに勧めてくださった姿勢を大きく評価し、

感謝しています。会員減少によることで各クラブ

は大いに悩みました。ワイズメンの働きを広く勧

めたい思いが募り、Zoomによる P・C技術の勉強、

Y友広場のかけ声があり、5月の連休には市川方面

への散策も多数の参加により実行されました。

ALL 東新部の新しいクラブの姿が見えてきたよう

に思います。過ぎさりし 3 年間、数人の会員を天

国におくりました。奉仕の姿勢を熱く語り、足が

かりを作られた諸先輩の願いを今後も持続してい

きたく思うこの頃です。「弧」を見逃さず、誰も置

いてきぼりをしない、嬉しいこと、困ったことを

共有して考える、素晴らしい 1 年でした。役員の

全ての皆様、本当にお疲れ様でした。世の中の情

況は日々変わってきています。YMCA は、子ども

や青少年の健全な成長を願っていますが、戦争や

飢餓についてもっと目をむけていきましょう。世

界の平和のため、もっと祈りを強めたく思うこの

頃です。

深尾部長のリーダーシップ

監事 小川圭一（東京世田谷）

昨年度はコロナ禍からの脱却の年でした。各クラ

ブ例会の持ち方に創意工夫がなされて、クラブの

合同やメンバーの増強という流れが出来上がった

ことは喜びです。また、クラブ会長会が月例で開

催されるなど、深尾部長のリーダーシップがいか

んなく発揮された年度でした。

1年間のご協力に感謝申し上げます。

CS･Yサ事業主査 今村路加（東京町田コスモス）

コロナ禍でもこれまで担ってこられた事業を工

夫しながら継続したり、コロナ 5類移行後に事

業再開したものなど、それぞれのクラブ活動を

通じて地域にワイズメンズクラブの活動をアピ

ールしていただきました。また、共通の取組と

してWeek For Weste についても世界中のワイズ

とともに各クラブのワイズメンはもちろん、東

京と東京むかでの合同、東京多摩みなみと東京

町田コスモスと東京町田スマイリングの合同な

どでも取り組みが行われ地域にワイズ活動を PR

しました。一方で CS表彰と当初計画していたベ

ルマークで地域との連携する取り組みは出来ま

せんでした。

イノベーション

会員増強事業主査 加藤義孝（東京）

2023年度 6月末の東新部最終会員人数は 74名で

した。2021年 1月 1日では 89名ですから 2年半

で 15名減少となります。原因の一つとして高齢

化にあります。東新部の平均年齢は 73歳を超え

ています。若い人の入会がないためと高齢化し

てワイズをやむを得ず退会する人や他界された

人もいます。残った人で会長や会計役員を担う

人が少なく活力が失われている事が大きな要因

であることは否めません。そして東日本区の中

で東新部は歴史あるクラブが多く子クラブや孫

クラブを立ち上げ東日本区に大いに貢献された

先輩方が沢山います。今歴史ある東新部の状況

を改善することは難しい状況にあると言わざる

をえません。しかし、昨年度深尾部長の｢オール

東新部｣のもと、イノベーションを起こし、2ク

ラブ合同が実現に至ったことは誠に喜ばしく希

望となりました。このことは新年度の今井部長

のもとに継承され、会員増強の手がかりとなる

ことを願っております。



活動レポート

国際・交流事業主査

為我井 輝忠（東京町田スマイリング）

国際･交流事業主査は 2度目となりましたが、2020

～2021年度の初めての時は 1 年間何も活動らしき

ものはなく、一度も集まったことがありませんで

した。総括らしきものもなく、これはコロナ禍と

いうこともあったかもしれません。

今回、主査として再度担当しましたが、前回と

は全然違っていました。東日本区国際･交流委員会

の利根川委員長の下で月 1 回 Zoom での定例会を

持ち、話し合いの時がもたれ、諸問題が話し合わ

れました。「未来に向けて、世界に繋がる奉仕活動

を活性化しょう～国際・交流事業に興味関心をも

ってもらえる情報提供～」というテーマを掲げて、

活動してきました。以下のようなものが今年の重

点テーマでした。

１．BF献金（使用済み切手の活用）

２．東西日本交流会

３．DBCプロポーズ大作戦

４．100周年記念祝賀会（台湾での開催）

５．第 3回東日本区大会

ユースとの架け橋となって

ユース事業主査 城田教寛(東京町田スマイリング)

ユース事業員会を毎月１回開催(オンライン)、埼玉

クラブ衣笠ユース事業主任のもと、東日本区他の

ユース事業主査さんとの情報共有、懇親が図られ

大変有意義なものになりました。

Y's×SDGs Youth Action2023 へ エ ン ト リ ー し た

NPO 法人メタノイヤ（海外にルーツを持つ子ども

たち）への支援をユースやワイズたちを巻き込み、

「オール東新部」として東新部全体でサポート、

次年度今井年度も継続。2023年 8／25(金)～29(火)

ネパールで開催される I YC（インターナショナル・

ユース・コンポケーション）に東新部内からユー

スの派遣の実現に向けて始動。現在、東京町田コ

スモスクラブのメンバーとの繋がりがあるユー

ス派遣に向けて検討中。東新部としても全面的

に支援をしていきたいと思います。

第 26回東新部大会を振り返って

部大会実行委員長 加藤義孝（東京）

｢初心に帰って、ユースの声に耳を傾けよう！｣

をテーマに部大会の方向性を深尾部長に示して

頂きました。私達の東新部は｢最長老部｣で有る

ことは部報によって示されています。だからこ

そ若返りを切に願い、若者に注視して行こうと

の思いは、5年先 10年先を考えていたテーマで

あったと思います。この先東日本区の将来を考

えた時、東新部が率先してポスト 2022を掲げて

行こうとの深尾部長の思いでした。

研修では｢海外にルーツを持つ子供達への支援｣

を NPO 法人メタノイア代表山田拓路氏、「母国

への誇りを育む」を在日本韓国 YMCA主事田附

和久氏の発題がなされました。今後、在日本韓

国 YMCAが継続運営の見通しがわからない状況

とのことも共有し合いました。YMCAカヤグム

教室の金幸子氏による演舞の披露があり、心を

動かされれました。また、メタノイアの活動に

東新部が少しでも貢献できることを今井部長の

活動年度に期待致します。今年度の部大会のた

めに会場を貸して頂き大きな貢献をして下さっ

た在日本韓国 YMCAに深く感謝致します。

東新部のヒストリーを積み上げる

ヒストリアン 伊丹一之（東京むかで）

ヒストリアンが収集して保存しているものは、

その年度に部が発行した部報、評議会や役員会

の資料、部大会のパンフレット、部のイヴェン

トの情報などです。各クラブのブリテンは、ウ

ェブマスターの長澤山泰さんが収集して、東新

部のホームページに格納されています。

コロナ禍の時期では、部大会や評議会などもオ

ンラインのみで行われていましたが、深尾部長



年度では対面での交流が多くなってきました。や

はりワイズは多くの方との交流が図れることにメ

リットがあると思いますので、オンラインと対面

をうまく使い分けて、ワイズの活動がますます活

発になりますよう、祈念しております。

ウェブマスターより

ウェブマスター 長澤山泰（東京クラブ）

東新部ホームページ（以下 HP）とメーリングリ
スト（以下ML）を担当いたしました。HPは月に

数回の更新作業を行ない、部大会、評議会等各行
事報告＆写真掲載、各クラブのブリテンが発行さ
れると HP上にリンク先を追加しました。各種書式

もダウンロ－ドが出来て便利な構成となっていま
すので、MLと共に HPをご活用いただいたことと
思います。

引き続き HPのご利用と投稿をお願いいたします。
原稿及び写真送付先 nagasawa@jep.org

【2023-2024年度ＭＬ】
部役員、クラブ会長への情報発信にＭＬの活用を
ぜひお願いします！

◆部常任役員：bu2023ysjonin@jep.org
（送信先：部長・書記・会計・直前部長・次期部
長）

◆部役員用：bu2023ysyakuin@jep.org
（送信先：部長・書記・会計・直前部長・次期部
長・地域奉仕事業主査・会員増強事業主査・国際

交流事業主査・ユース事業主査・部担当主事・エ
クステンション委員長・部大会実行委員長・部選
出代議員・部ウェブマスター・部ヒストリアン・

部ＬＴ委員長・部メネット委員・部監事）
◆部役員＆クラブ会長：bu2023yskaicho@jep.org
（送信先：部役員及びクラブ会長）

Y友広場に集まろう！

LT委員長 伊藤幾夫（東京多摩みなみ）

コロナ禍もあって、ここ数年の東新部（他の部も

同様ですが）は元気をなくしています。「ワイズは

楽しい」はすべてのワイズが入会したときの印象

だったのではないでしょうか。「この原点をもう一

度取り戻しましょう」と LT委員会を基盤として、

有志が集って「Y友広場」が立ち上がりました。

5 月には「ワイワイウォーク江戸川」があり、部の

枠を越えて多くのワイズと仲間が集いました。

メネット連絡員、なんとか卒業！

メネット連絡員 菅谷一江（東京）

東新部のメネット連絡員としてなんとか 4年目

を終え無事卒業することができました。

ご協力いただいた皆様に心より感謝を申し上げ

ます。

2022年度は 3回のメネット委員会を開催し、東

日本区メネットアワーも対面で開催することが

できました。

メネットアワーの講演では野村路子さんより、

テレジン収容所の子どもたちの絵が紹介されま

した。過酷な日々を一生懸命に生きた子どもた

ちの存在を、彼らが描いた絵を通して日本のた

くさんの人に知ってほしいと語られていまし

た。深尾部長の号令によりメネットの枠にとら

われずワイズメンを支える女子力を結集するた

め、「女子会」を企画しましたが、まだまだ道半

ばです。何人かのメンバーより「メネットクラ

ブ」についてアドバイスを頂きました。これか

ら勉強していきたいと思います。メネット連絡

員としての役割は必ずしも十分ではありません

でしたが、これからもクラブの垣根を越えてワ

イズの女子がともに力を合わせ、できること、

楽しいことを頑張って実施していきたいと思い

ます。今後ともご協力をよろしくお願いします。

YMCA運動の担い手を共に

担当主事 小野実（東京多摩みなみ）

オール東新部を掲げて活動された深尾部長の所

属する東京多摩みなみの担当主事として、今期

は名前を連ねておりましたが、十分な働きがで

きておらず、役員みなさまのお支えに感謝申し

上げます。日本全体が少子高齢化・人口減少に

向かう中で、YMCA運動やワイズメンズクラブ

活動の担い手を見つけ、育てるために、引き続

きよろしくお願いいたします。

mailto:nagasawa@jep.org
mailto:bu2023ysjonin@jep.org
mailto:bu2023ysyakuin@jep.org
mailto:bu2023yskaicho@jep.org


世界の中でも期待されている

東京クラブ会長 進藤重光

本年はリアルの例会とともに ZOOM を活用し、ワ

イズを知らない方も参加できるように心がけまし

た。卓話者も海外や遠方の地より、さまざまなジ

ャンルからお招きし、久しぶりの本格的なウエル

ネス例会ではリアルな汗をかくことができまし

た。実はこの一年間、World Giving Index（世界人

助け指数）2021 A global pandemic special report とい

う報告書が脳裏を離れませんでした。「チャリティ

ーズ・エイド・ファンデーション（CAF）」が、世

界の国々の寛容度を採点しているのですが、調査

項目の１つ「見知らぬ人を助けたか」という点に

おいても、日本は 114 位と最下位でした。日本は

なぜ総合でも最下位なのかについて、報告書は以

下のような指摘をしています。「日本は歴史的に先

進国としてはめずらしいほど市民団体が少ない。

チャリティーの規則は複雑で、国の対策に対する

期待が高く、組織化された非営利団体の登場は比

較的新しい現象だ」と述べています。いま、組織

化された非営利団体であるワイズのアクション

は、世界の中でも期待されているとは言えないで

しょうか。一年間のご支援ご協力を誠にありがと

うございました。

折が良くても、悪くても励もう！

東京むかでクラブ会長 今井武彦

今期は、前期末に 2 名の会員の方の退会があり、

マイナスからのスタートとなりました。さらに、

今年こそは野尻ファミリーキャンプを再開しよう

と意気込んでいましたが、野尻学荘の少年たちへ

のコロナ感染防止のため中止となりました。

大変、厳しい活動スタートでしたが、YMCA と共に

歩く「むかでクラブ」として、今日的に YMCA の事

業のリスキリングをやろうとして、9 月例会：YMCA

医療福祉専門学校校長・先生卓話、10 月例会：

今年の野尻学荘報告会（担当主事・リーダー）、

11 月例会：YMCA 学院長卓話、3 月例会：国際ホ

テル専門学校長卓話、4月例会：茨城 YMCA 総主

事卓話を頂きました。多くの再発見、再認識す

るときを与えられ感謝しております。

メンバー減少の中で、1 年間、一歩一歩と歩み

続けられたのは、メンバーの協力があってのこ

とと感謝しております。

心を尽くして YMCA のために

東京世田谷クラブ会長 小川圭一

コロナ禍で滞りがちであった二つの地域奉仕活

動、YMCA 保育園ねがいの植栽と YMCA すずらん会

は、前期後半に徐々に再開した。また、会長主

題のもと YMCAスタッフの苦労話を聞かせてもら

う本例会は対面と ZOOMのハイブリッド開催を継

続できた。

また、YMCA すずらん会の地域展開として下北沢

音楽祭（７月）やアドベントのキャロリングイ

ンシモキタ、下北沢すずらん会も地元教会と協

働して継続している。

クラブの統合を選ばなかった

町田コスモスのこれから

東京町田コスモスクラブ会長 加藤祐一

町田コスモスクラブは、日々何かと戦っている

ようなクラブです。例えばブリテンの発行のた

めに原稿を書く私から始まり、例会の卓話やそ

の準備に、区大会が無事に楽しく行けるように

準備する。戦っているのは会長の私だけではあ

りませんでした。AYC推薦のために田畑ワイズ

が率いる長瀬さんと下山さんがその思いを文章

東新部各クラブ会長の振り返り



に込めて、奮闘してくださいました。これも自分

との闘いかもしれません。よし行くぞ！ネパール。

このようになったのはこの 1 年間に振り返ると、

その 3 クラブ合同例会に堂々と卓話スピーチをさ

れました経緯がありますし、そこにはオンライン

でネパールにいる青年、ザビン君が登場していま

した。このような機会は、例会を合同で行いまし

ょうと提言した谷治ワイズの姿を思い出すので

す。彼のトラベルサービス精神が息づいているよ

うに彼女たちを国際へと羽ばたかせてくれるでし

ょう。

町田コスモスは、30 周年を迎えようという意思表

示を権藤書記が提言しています。素晴らしい気づ

きです。なるほど、この時にクラブ統合という視

野もあるのだろうか考えてしまいます。そういう

揺らぎ、ドキドキ感がワイズには必要です。今年

はこのドキドキの連続、そしてこれからもワクワ

クしながらそれぞれのミッションの成就するため

の場として町田コスモスをみなさん、愛してくだ

さい。

混迷を極め

東京センテニアル Y サービスクラブ会長 徐鐘煥

東京センテニアル Y サービスクラブは、コロナ禍

開始以降、例会の定期開催が困難になり、ZOOM 等

を用いたコミュニケーションが難しいメンバーも

多く、会の活動はほぼ休止状態が続いています。

クラブが支えてきた在日本韓国 YMCA も、運営が混

迷を極め、2023 年 3 月末日をもってそれまで東京

で行われてきた全事業が再開時期未定のまま休止

されました。

こうした状況の中、2022-23 年度末でのクラブ解散

も検討されましたが、メンバー間の意思確認が間

に合わなかったことから、2023-24 年度は暫定的に

会を存続させながら、早急に今後の方針を決定し、

その実行に向け動くこととしました。

みんなで喜びをシェアしよう！

東京多摩みなみクラブ会長 伊藤幾夫

昨年度から、3クラブ合同例会を開催している東

京町田コスモスクラブ、東京町田スマイリング

クラブとの協力関係、さらに、今期東新部に部

長を輩出しているクラブとして、深尾部長が掲

げる「オール東新部」にも呼応するかたちで、

「ワイズの喜び」をどうシェアしていったらよ

いかをクラブを挙げて進めています。

11月には、初めて、町田ボランティア連絡協議

会の福祉バザーに合同で出店し、当クラブはぽ

ぽんぽこ農園で収穫した野菜（サツマイモ、里

芋）を販売しました。12月は 3クラブ合同例

会として「町田 YMCA市民クリスマス」を開催

し、多数（32名）の参加者でにぎわいました。

人数が多いと活気もあり、新しい出会いもでき

ることをお互いに感じました。新生「東京多摩

スマイルクラブ」の誕生は大きな喜びです。

東京多摩スマイルクラブ発足

東京町田スマイリングクラブ会長 為我井輝忠

この 1年間、我がスマイリングクラブは「感謝、

信頼、地固め、そして成長！」 をモットーとし、

活動を続けてきました。しかしながら、新たな

年度を迎えるに当たって正直なところ、道半ば

との思いが強いです。やりたいことは多くあり

ながら、手を付けることもできず断念したり、

途中で引き返すようなことも多くありました。

これまで過去 1年半に及ぶ多摩地区３つのクラ

ブ（町田コスモス、多摩みなみ、町田スマイリ

ング）の合同例会を経て、合同化へ向けて動い

てきましたが、今年の前半期に町田コスモスク

ラブが参加しないことを表明したために 2クラ

ブだけの統合となりました。新年度 7 月早々に

「東京多摩スマイルクラブ」の名の下で統合発会

式が行われるにことに至りました。これまで活

動を支えていただいたスポンサークラブと近隣

のクラブの皆様にお礼を申し上げます。感謝！





臨時評議会議案提案書（書面決議）報告

一般社団法人ワイズメンズクラブ国際協会東日本区 東新部

2022 － 2023 年度

臨時評議会議案提案書（書面決議）

議案名 統合新クラブのバナー製作費支援について

提案趣旨 今年度、東新部として、会員増強への新たな試みとして、「クラブの統合」について検討を

進めてきました。2月 25日には「EMCセミナー」を開催し、会員増強のための発題を加藤

会員増強事業主査、伊藤 LT委員長が行い、「クラブ統合」について、具体的な提言を行い、

参加者から賛同を得ることができました。

これを受けて、具体的に 3クラブ（東京町田コスモス、東京多摩みなみ、東京町田スマイ

リング）の統合を進めてきました。5 回の統合会議を開き話し合いを行ってきましたが、

残念ながら、東京コスモスクラブが見送りの判断をし、結果的に 2クラブの統合というこ

とになりました。

7月から、統合新クラブ「東京多摩スマイルクラブ」のスタートにあたり、新しいバナー

が必要となります。

東新部として、バナー製作費の実費（約 3万円）を支援することを提案します。

提案内容 東新部の特別会計（東新ファンド）の費目に「新クラブへの設立準備金」として 10万円が

予算化されています。これは、本来は新クラブ設立のための準備金（バナー製作費、チャ

ーターパンフレット作製費等）に用いられることを想定しています。

統合新クラブについても、バナー製作費等が発生しますので、新クラブ設立に準じた扱い

でバナー製作費実費（約 3万円）を支援する。

書面決議 表決結果

議決権者：役員 12名、各クラブ 3役 13名 計 25名
賛成 20名 反対 2名 無投票 3名

以上により、承認されました。

2023年 6月 26日

東新部部長 深尾 香子（東京多摩みなみ）

同 書記 伊藤 幾夫（ 同 ）

提案年月日 2023年 6月 15日

提案者 伊藤幾夫

役職名 東新部 LT委員長

クラブ名 東京多摩みなみクラブ



編集後記

部報第 2号をお届けします。当初の発行予定は 7月末でしたが、本日、部大会(2023年 10月 7日)で

の配布となりました。原稿はみなさんからいただいていながら発行が遅れたことをお詫び申し上げま

す。深尾部長のエルマー・クロウ賞の授賞式が部大会で行われるのでこのタイミングと考えました。

編者の PCスキルの未熟により、誌面で見づらい点があることをお許しください。上記の半年報にあ

るとおり、ワイズの現勢はきびしいものがあります。英知を絞って乗り越えて行きましょう。（伊藤）


